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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
た
な
年
を
皆
さ
ま
と

と
も
に
お
迎
え
で
き
る
こ
と
、
大
変
う
れ
し
く
存
じ
ま
す
。

一
昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
続
い
て
お
り

ま
す
が
、
社
会
と
人
々
は
確
実
に
進
化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
の
中
で
の
未
来
を
志
向
し
、
会
員
企
業
の
皆
さ
ま
も
さ
ま
ざ

ま
な
ご
努
力
を
重
ね
、
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

訪
問
販
売
業
界
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
へ
の

取
り
組
み
、
新
た
な
非
接
触
で
の
顧
客

対
応
等
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
し
た
。

手
段
は
さ
ま
ざ
ま
進
化
い
た
し
ま
し

た
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
も
、「
お
客

さ
ま
と
の
つ
な
が
り
」「
お
客
さ
ま
の

生
活
に
寄
り
添
う
」
と
い
う
訪
問
販
売

の
神
髄
で
あ
る
大
切
な
価
値
は
今
ま
で

以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
く
感
じ

て
お
り
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
、「
出

会
え
て
よ
か
っ
た
」「
あ
な
た
で
よ
か
っ
た
」
と
い
う
リ
ア
ル
な
ら

で
は
の
価
値
を
研
ぎ
澄
ま
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
い
う
想
い
を
強
く

し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
２
０
２
０
年
度
の
訪
問
販
売
業
界
の
売
上
高
は
推
計
で
１

兆
５
６
３
８
億
円
、
前
年
比
４
・
９
７
％
減
と
な
り
ま
し
た
。
小
売

業
全
体
で
は
２
・
８
％
減
と
な
っ
て
お
り
、
当
該
年
度
は
長
期
化
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
情
勢
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
４
年
で
は
、
改
正
特
定
商
取
引
法
の
一

部
規
定
が
施
行
さ
れ
、
成
年
年
齢
の
引
き
下
げ
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
、
当
協
会
の
目
的
で
あ
る
消
費
者
利
益
の

擁
護
並
び
に
業
界
の
健
全
な
発
展
を
目

指
し
、
法
の
遵
守
徹
底
、
自
主
行
動
基

準
の
見
直
し
を
は
じ
め
消
費
者
志
向
体

制
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

人
と
の
出
会
い
は
未
来
へ
の
希
望
で

あ
り
、
よ
り
良
い
生
活
へ
の
期
待
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
期
待
に
応
え
て
お
客

さ
ま
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
尽
く
す
こ
と
が

わ
た
く
し
た
ち
の
使
命
で
す
。
人
生
１

０
０
年
時
代
に
お
い
て
、
ま
す
ま
す
大

切
に
な
る
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」

が
生
み
出
す
幸
せ
に
目
を
向
け
、
出
会

え
る
か
ら
こ
そ
、
つ
な
が
る
か
ら
こ
そ
作
り
出
せ
る
価
値
を
大
切
に
、

対
面
販
売
の
魅
力
に
加
え
、
新
た
な
可
能
性
を
世
の
中
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年　　頭　　所　　感

公益社団法人
日本訪問販売協会会長

竹永美 紀



初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
！

世
界
各
国
・
各
地
域
か
ら

多
く
の
人
が
参
加

２
０
２
１
年
10
月
６
日
・
７
日
（
約
５
時
間
／
日
）
に
、

第
16
回
Ｗ
Ｆ
Ｄ
Ｓ
Ａ
世
界
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｗ
Ｆ

Ｄ
Ｓ
Ａ
世
界
大
会
は
３
年
に
一
度
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
に
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
に
て
開
催
予
定
で
あ
っ
た

第
16
回
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
延

期
。
今
大
会
は
タ
イ
Ｄ
Ｓ
Ａ
が
主
催
と
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
、
初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
世
界
各
国
・
各
地
域
の
49
か
国
２
６
１
企
業
、

１
２
７
３
名
。
日
本
か
ら
は
14
名
（
う
ち
通
訳
者
２
名
は
日

本
訪
問
販
売
協
会
の
会
議
室
に
配
備
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

第
16
回
世
界
大
会
実
行
委
員
長
を
務
め
た
タ
イ
Ｄ
Ｓ
Ａ
の

ス
チ
ャ
ー
ダ
・
テ
エ
ラ
ヴ
ァ
キ
ラ
ク
ル
氏
に
よ
る
歓
迎
ス

ピ
ー
チ
、
タ
イ
王
国
シ
リ
ン
ト
ー
ン
王
女
殿
下
に
よ
る
公
式

挨
拶
、
Ｗ
Ｆ
Ｄ
Ｓ
Ａ
の
タ
ム
ナ
・
ガ
ビ
ラ
イ
ア
事
務
局
長
に

よ
る
歓
迎
ス
ピ
ー
チ
で
幕
を
開
け
た
今
大
会
は
、
初
め
に
Ｗ

Ｆ
Ｄ
Ｓ
Ａ
の
ロ
ジ
ャ
ー
・
バ
ー
ネ
ッ
ト
会
長
に
よ
る
基
調
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
２
日
間
に
わ
た
っ
て
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
ダ
イ
レ
ク
ト
セ
リ
ン
グ

に
関
す
る
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

第
17
回
世
界
大
会
は
、
２
０
２
３
年
に
ア
ラ
ブ
首
長
国
連

邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
の
ド
バ
イ
で
開
催
予
定
で
す
。

※
第
16
回
大
会
開
催
に
先
行
し
て
、
当
協
会
で
は
２
０
２
１

年
９
月
27
日
に
、
タ
イ
Ｄ
Ｓ
Ａ
か
ら
の
要
請
で
同
時
通
訳

の
事
前
の
シ
ス
テ
ム
テ
ス
ト
を
行
っ
た
。
シ
ス
テ
ム
テ
ス

ト
に
は
、
協
会
か
ら
は
2
名
の
同
時
通
訳
者
と
大
森
専
務

理
事
・
小
田
井
事
務
局
長
ほ
か
数
名
の
ス
タ
ッ
フ
も
同
席

し
た
。

ス
チ
ャ
ー
ダ
・テ
エ
ラ
ヴ
ァ
キ
ラ
ク
ル

第
16
回
世
界
大
会
実
行
委
員
長
に
よ
る

歓
迎
ス
ピ
ー
チ

タ
イ
Ｄ
Ｓ
Ａ
は
32
の
会
員
企
業
か
ら
な
る
業
界
団
体
で
あ

り
、
１
１
０
０
万
人
の
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
を
抱
え
て

い
ま
す
。

世
界
の
ダ
イ
レ
ク
ト
セ
リ
ン
グ
業
界
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
構
築

第
16
回
Ｗ
Ｆ
Ｄ
Ｓ
Ａ
世
界
大
会

―
―
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
延
期
と
な
っ
て
い
た
Ｗ
Ｆ
Ｄ
Ｓ
Ａ（
訪
問
販
売
協
会
世
界
連
盟
）の
第
16
回
世
界
大
会
が
、２
０
２
１
年
10
月
６
日
・
７
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て

オ
ン
ラ
イ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
各
国
・
各
地
域
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
セ
リ
ン
グ
に
携
わ
る
企
業
や
販
売
員（
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
）
が
視
聴
し
、基
調
講
演
や

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。  
（
ま
と
め
・
編
集
部
）

特
集
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の
機
会
を
求
め
る
人
々
に
対
し
て
多
大
な
利
益
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
消
費
者
に
と
っ
て
も
、
ダ
イ
レ
ク
ト
セ
リ
ン
グ
は

利
便
性
や
サ
ー
ビ
ス
面
で
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
も
の

で
す
。
ま
た
、
ダ
イ
レ
ク
ト
セ
リ
ン
グ
は
商
品
を
市
場
に
送

り
出
す
た
め
の
費
用
対
効
果
の
高
い
方
法
で
も
あ
り
ま
す
。

我
々
の
業
界
は
、
情
熱
を
持
っ
て
良
い
製
品
と
将
来
の
機

会
を
提
供
し
、
人
々
の
よ
り
良
い
生
活
を
支
援
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
の
こ
の
世
界
大
会
が
、
ダ
イ
レ
ク
ト
セ
リ
ン
グ
業

界
の
経
営
者
や
会
員
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
中
の
デ
ィ
ス
ト

リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
に
と
っ
て
も
有
益
な
も
の
と
な
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

タ
イ
王
国

シ
リ
ン
ト
ー
ン
王
女
殿
下
に
よ
る

公
式
挨
拶

現
在
、
世
界
中
で
人
々
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
仕
事
の
や
り
方
や
働
き
方
、

生
活
ス
タ
イ
ル
が
急
激
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

ス
キ
ル
向
上
、
ス
キ
ル
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
、
新
し
い
ス

キ
ル
の
獲
得
が
、
現
在
の
生
活
で
も
、
ま
た
将
来
の
生
活
に

お
い
て
も
必
要
で
す
。

皆
さ
ま
が
常
に
意
志
と
強
さ
を
持
っ
て
前
進
し
、
ダ
イ
レ

ク
ト
セ
リ
ン
グ
事
業
や
業
界
を
持
続
的
に
近
代
化
し
て
再
強

化
し
、
皆
さ
ま
ご
自
身
、
地
域
社
会
、
そ
し
て
各
国
の
成
功

が
こ
れ
か
ら
も
永
遠
に
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

タ
ム
ナ・
ガ
ビ
ラ
イ
ア

Ｗ
Ｆ
Ｄ
Ｓ
Ａ
事
務
局
長
に
よ
る

歓
迎
ス
ピ
ー
チ

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
我
々
の
業
界
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
タ
ー
は
世
界
中
に
１
億
２
５
０
０
万
人
以
上
存
在
し

て
お
り
、
昨
年
か
ら
４
・
３
％
も
成
長
し
て
い
る
の
で
す
。

私
た
ち
が
こ
の
２
日
間
を
通
し
て
お
互
い
に
学
び
合
い
、
力

を
発
揮
す
る
こ
と
で
、
世
界
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
世
界
に
多
く
の
変
化
を
も
た
ら

し
、
特
に
健
康
・
仕
事
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
き
く

変
化
さ
せ
ま
し
た
。
我
々
の
業
界
は
多
く
の
人
々
に「
健
康
」

「
収
入
」「
目
的
意
識
」「
希
望
」「
個
人
の
成
長
」
を
届
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
多
く
の
国
で
失
業
率
が
増
加
し
ま
し
た
。
し

か
し
我
々
の
業
界
で
は
５
０
０
万
人
の
雇
用
を
生
み
出
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
女
性
の
就
業

率
は
下
が
っ
て
い
ま
す
が
、
ダ
イ
レ
ク
ト
セ
リ
ン
グ
業
界
で

は
１
億
２
５
０
０
万
人
の
ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
す
。
こ
れ
は

我
々
が
働
き
方
を
再
定
義
し
、
柔
軟
性
を
導
入
し
て
い
る
か

ら
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

現
在
で
は
規
制
が
行
わ
れ
て
い
る
中
国
な
ど
の
一
部
の
国

を
除
け
ば
、
ダ
イ
レ
ク
ト
セ
リ
ン
グ
に
よ
る
売
上
や
デ
ィ
ス

ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
の
数
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
昨
年
、
我
々

の
業
界
は
、
最
高
売
上
を
記
録
し
ま
し
た
。
で
す
が
、
過
去

の
栄
光
に
す
が
っ
て
い
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。
常
に
将
来

を
見
つ
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

ま
さ
に
今
が
、
業
界
を
再
構
築
・
再
開
発
・
再
定
義
す
る

や
適
応
性
、
強
固
な
回
復
力
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
も
ダ
イ
レ
ク
ト
セ
リ
ン
グ
の

起
業
家
精
神
、
収
益
増
の
可
能
性
は
燦
然
と
残
っ
て
い
ま
す
。

世
界
の
ダ
イ
レ
ク
ト
セ
リ
ン
グ
小
売
売
上
高
の
状
況
を
見

る
と
、
１
７
９
０
億
Ｕ
Ｓ
ド
ル
に
達
し
ま
す
。
デ
ィ
ス
ト
リ

タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。そ
れ
に
よ
っ
て
業
界
の
売
上
を
伸
ば
し
、

社
会
へ
貢
献
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

パ
ネ
ル
ディ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

１

Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ダ
イ
レ
ク
ト
セ
リ
ン
グ
業
界
の

再
構
築
、再
開
発
、再
定
義

［
モ
デ
レ
ー
タ
］

ロ
ジ
ャ
ー・バ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｗ
Ｆ
Ｄ
Ｓ
Ａ
会
長
、シ
ャ
ク
リ
ー

Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

［
パ
ネ
リ
ス
ト
］

マ
グ
ナ
ス
・
ブ
ラ
ン
ス
ト
ロ
ー
ム
（
オ
リ
フ
レ
ー
ム
化
粧
品

Ｃ
Ｅ
Ｏ
兼
代
表
取
締
役
社
長
、
当
面
の
前
期
会
長
兼
Ｗ
Ｆ

Ｄ
Ｓ
Ａ
副
会
長
）

ジ
ョ
ア
ン
・
パ
ウ
ロ
・
フ
ェ
レ
イ
ラ
（
ナ
チ
ュ
ラ
＆
コ
ー 

基
調
講
演

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
大
き
く
変
化
し
た
世
界

将
来
を
見
つ
め
、業
界
を
再
構
築
・
再
開
発
・
再
定
義
を

ロ
ジ
ャ
ー・バ
ー
ネ
ッ
ト  

Ｗ
Ｆ
Ｄ
Ｓ
Ａ
会
長
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ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
Ｗ
Ｆ
Ｄ
Ｓ
Ａ
倫
理
委
員
長
）

ド
ラ・ホ
ア
ン
博
士
（
ベ
ス
ト
ワ
ー
ル
ド
ス
タ
イ
ル
Ｐ
ｔ
ｅ
．

株
式
会
社
創
業
者
兼
共
同
議
長
兼
グ
ル
ー
プ
最
高
経
営
責

任
者
、
Ｗ
Ｆ
Ｄ
Ｓ
Ａ
書
記
）

ラ
イ
ア
ン
・
ナ
ピ
エ
ス
キ
（
ニ
ュ
ー
ス
キ
ン
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ズ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
兼
代
表
取
締
役
社
長
、
Ｗ
Ｆ
Ｄ
Ｓ
Ａ
ア
ド
ボ

カ
シ
ー
委
員
長
）

ミ
リ
ン
ド
・
パ
ン
ト
（
ア
ム
ウ
ェ
イ
最
高
経
営
責
任
者
・
世

界
規
制
担
当
委
員
長
）

ラ
ム
・
ユ
ー
（
イ
ン
フ
ィ
ニ
タ
ス
グ
ロ
ー
バ
ル
最
高
経
営
責

任
者
、
Ｗ
Ｆ
Ｄ
Ｓ
Ａ
副
会
長
）

●
業
界
全
体
が
現
在
ま
で
に
培
っ
て
き
た
顧
客
や
社
会
と
の

関
係
性
を
土
台
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
を
利
用
し
、
流
通
を

増
や
し
な
が
ら
社
会
に
対
し
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
与
え

て
い
く
こ
と
が
、
業
界
の
将
来
の
た

め
に
重
要
で
あ
る
。

●
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
あ
く
ま
で
ビ
ジ
ネ
ス

を
強
化
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
で
あ

る
。
ダ
イ
レ
ク
ト
セ
リ
ン
グ
ビ
ジ
ネ

ス
に
お
い
て
は
〝
人
の
つ
な
が
り
〟

が
最
も
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
そ
れ

を
完
全
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
置
き
換

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

●
デ
ジ
タ
ル
化
の
影
響
に
よ
っ
て
、
小
売

業
界
同
様
、
ダ
イ
レ
ク
ト
セ
リ
ン
グ

業
界
も
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
て
動
く

以
外
に
選
択
肢
が
な
い
状
況
に
な
っ

た
。
大
企
業
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
力
を
入
れ

始
め
て
お
り
、他
の
会
社
も
そ
れ
に
続
い
て
い
る
。
ま
た
、

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
ダ
イ
レ
ク
ト
セ
リ
ン
グ
企
業
は
会
員

制
の
ｅ
コ
マ
ー
ス
企
業
と
し
て
新
た
な
位
置
づ
け
に
な
る

と
考
え
る
。

●
現
在
、
多
く
の
企
業
が
長
期
間
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
進

め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
柔
軟
性
を
持
っ
た
働
き
方
は
こ

れ
か
ら
も
長
く
続
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
そ
れ
は
ま
た
、

こ
の
業
界
が
古
く
か
ら
行
っ
て
き
た
こ
と
で
も
あ
る
。

●
ダ
イ
レ
ク
ト
セ
リ
ン
グ
業
界
の
競
争
相
手
は
同
業
他
社
だ
け

で
は
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
過
去
に
正
し
か
っ
た
こ
と
、

効
果
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
今
は
必
ず
し
も
適
切
で
は
な
い
。

最
も
大
事
な
こ
と
は
、考
え
方
を
変
え
る
こ
と
で
あ
る
。〝
ダ

イ
レ
ク
ト
セ
リ
ン
グ
〟
を
時
代
に
最
適
化
す
る
こ
と
で
、

よ
り
良
い
未
来
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

パ
ネ
ル
ディ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

２

コ
ロ
ナ
後
の
世
界
に
お
け
る

課
題
と
機
会

新
し
い
世
界
の
た
め
の

新
し
い
ル
ー
ル

［
モ
デ
レ
ー
タ
］

ジ
ョ
セ
フ
・
マ
リ
ア
ー
ノ
（
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
Ａ
会
長
）

［
パ
ネ
リ
ス
ト
］

ア
デ
ィ
テ
ィ
ア
・
バ
ベ
（
バ
ン
ク
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
証
券

シ
ニ
ア
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
）

ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
プ
ッ
サ
ナ
チ
ャ
イ
（
Ｄ
Ｈ
Ｌ
エ
ク
ス

プ
レ
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
タ
イ
株
式
会
社
タ
イ
専

務
取
締
役
兼
イ
ン
ド
シ
ナ
代
表
）

●
コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
で
は
、
人
と
会
っ
て
体
験
や
経
験
を

シ
ェ
ア
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
多
く

の
人
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
商
品
を
購
入
す
る
こ
と
に
慣
れ
、

上
手
な
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

●
ア
メ
リ
カ
で
は
、
経
済
刺
激
策
で
あ
る
給
付
金
の
影
響
も

あ
り
、
４
５
０
万
人
が
労
働
市
場
か
ら
離
れ
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
特
に
サ
ー
ビ
ス
業
で
の
人
手
不
足
が
起
こ
っ
て
い

る
。
一
方
、
ア
メ
リ
カ
以
外
の
国
で
は
失
業
者
が
記
録
的

に
増
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
デ
ィ
ス
ト

リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
や
ス
マ
ー
ト
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ロジャー・バーネットWFDSA会長

タムナ・ガビライアWFDSA事務局長



フ
ォ
ン
を
駆
使
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
形
で
の
ア
プ
ロ
ー

チ
手
法
が
今
後
１
〜
２
年
の
ト
レ
ン
ド
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

●
世
界
全
体
で
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
問
題
を
抱
え
て
お

り
、
部
品
輸
送
な
ど
の
遅
延
の
理
由
か
ら
工
場
で
モ
ノ
を

組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
特
に
自
動

車
業
界
や
半
導
体
業
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、

こ
の
状
況
は
半
年
か
ら
１
年
半
ほ
ど
続
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。

パ
ネ
ル
ディ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン  

３

ダ
イ
レ
ク
ト
セ
リ
ン
グ
業
界
に

影
響
を
与
え
る
消
費
者
動
向

［
モ
デ
レ
ー
タ
］

ガ
ー
ス
・
ワ
イ
リ
ー
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
Ｄ
Ｓ
Ａ
事
務
局

長
、
Ｗ
Ｆ
Ｄ
Ｓ
Ａ
協
会
サ
ー
ビ
ス
委
員
長
）

［
パ
ネ
リ
ス
ト
］

エ
ミ
リ
ー
・
リ
ョ
ン
（
ユ
ー
ロ
モ
ニ
タ
ー
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル 

シ
ニ
ア
ア
ナ
リ
ス
ト
）

カ
ル
ロ
ス
・
ピ
ッ
チ
（
ナ
チ
ュ
ラ
＆
コ
ー 

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ 

メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン
テ
ン
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
担
当

副
社
長
）

テ
ィ
ム
・
サ
ン
ソ
ン
（
ハ
ー
バ
ラ
イ
フ
ニ
ュ
ー
ト
リ
シ
ョ
ン

副
社
長
兼
世
界
の
セ
ー
ル
ス
戦
略
と
分
析
担
当
）

●
ダ
イ
レ
ク
ト
セ
リ
ン
グ
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
と
、

「
人
」「
場
所
」「
商
品
」
の
３
つ
が
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

●「
人
」
に
つ
い
て
は
、
世
代
交
代
を
い
か
に
進
め
て
い
く

か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
チ
ャ
ネ
ル
に
移
っ

て
い
る
人
々
も
い
る
の
で
、
販
売
手
法
を
近
代
的
な
も
の

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●「
場
所
」
に
関
し
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
オ
フ
ラ
イ
ン
の

チ
ャ
ネ
ル
の
役
割
は
ど
ち
ら
も
同
じ
く
ら
い
重
要
で
あ

る
。
業
界
と
し
て
は
オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
戦
略
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
。

●「
商
品
」
に
つ
い
て
は
、
美
容
と
パ
ー
ソ
ナ
ル
ケ
ア
そ
し

て
食
品・飲
料
に
お
い
て
非
常
に
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
。
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1日目　2021年10月6日（水）　8:00-12:20バンコク時間（日本時間では＋2:00）

8 :0 0 - 8 :1 0 開会式

8 :1 0 - 8 :2 0 スチャーダ・テエラヴァキラクル第16回世界大会実行委員長による
歓迎スピーチ

8 :2 0 -8 :3 0 タイ王国シリントーン王女殿下による公式挨拶

8 :3 0 – 8 :4 0 タムナ・ガビライア WFDSA事務局長による歓迎スピーチ

8 :4 0 -8 :5 0 ロジャー・バーネット WFDSA会長基調講演

8 :5 0 -9 :5 0 1.CEOによるパネルディスカッション
　ダイレクトセリング業界の再構築、再開発、再定義

9:50-10:50 2.コロナ渦の世界での挑戦と機会：新しい世界のための新しいルール

10:50-11:10 オンラインネットワークセッション（バーチャル展示）

11:10-12:10 3.ダイレクトセリング業界に影響を与える消費者動向

12:10-12:20 1日目終了のご挨拶

2日目　2021年10月7日（木）　8:00-12:40バンコク時間（日本時間では＋2:00）

8 : 0 0 - 8 : 0 5 2日目開始のご挨拶

8 : 0 5 - 9 : 0 5 4.ダイレクトセリング業界における世界の規制動向と課題

9 :0 5 -1 0 :0 5 5.デジタル化とダイレクトセリングの未来

10:0 5 -10 :25 オンラインネットワークセッション（バーチャル展示）

10:25 -10 :55 マーク・ベニオフ セールスフォース CEOインタビュー

10:55 -11 :55 6.今日の世界で収入を得る機会を求める人々の競争

11:55 -12 :0 0 第17回 WFDSA世界会議のホスト国を発表

12:0 0 -12:30 WFDSAアワード授賞式

12:3 0 -12 :4 0 閉会式

第16回世界大会タイムテーブル



ダ
イ
レ
ク
ト
セ
リ
ン
グ
業
界
は
、
お
客
さ
ま
が
単
に
「
買

う
」
だ
け
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
な
く
、
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
提
供
す
る
よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
日
本
の
市
場
は
か
な
り
ユ
ニ
ー
ク
で
、
食
品
・
飲
料
が
健

康
や
美
容
を
上
回
る
売
り
上
げ
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
数
年
で
健
康
や
美
容
の
分
野
が
成
長
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。
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　訪問販売協会世界連盟（略称：WFDSA）は、日本など63カ国（地域）の訪問販売協会で構成され
る団体です。日本からは当協会および関連役員が代表として参加しています。
主な活動は、3年に1回、世界大会を開催し、各国相互の情報交換および業界の発展のための施策を
検討しています。また、各国の行政・消費者団体代表を集め、消費者の生活全般に係る保護会議を開
催するなど幅広い活動を行っています。

訪問販売協会世界連盟について

名称 World Federation of Direct Selling Associations（略称：WFDSA）

設立 1978年6月17日

代表者（会長） Roger Barnett（ロジャー・バーネット）

所在地

U.S.Direct Selling Association
1667 K Street, NW, Suite 1100 Washington, DC 20006 United States
Tel：202-452-8866　Fax：202-452-9010　E-mail：info＠ dsa.org
Web site：http://www.wfdsa.org

事務局長 Tamuna Gabilaia（タムナ・ガビライア）

事業

（1）World Federation Newsを通じての各国 DSAとの情報交換
（2）倫理綱領の設置と履行の促進
　  （訪問販売行動に関する世界規約等／ Code of Ethics）

（3）世界大会の開催
（4）個人及び業者との協力関係の促進
（5）消費者教育

世界大会
開催実績

第1回	 カナダ（モントリオール）
第2回	 1975年 フランス（パリ）
第3回	 1978年 アメリカ（コロラドスプリングス）
第4回	 1981年 メキシコ（アカプルコ）
第5回	 1984年 イタリア（ベニス）
第6回	 1987年 シンガポール
第7回	 1990年 アルゼンチン（ブエノスアイレス）
第8回	 1993年 ドイツ（ベルリン）
第9回	 1996年 オーストラリア（シドニー）
第10回	 1999年 アメリカ（ハワイ）
第11回	 2002年 カナダ（トロント）
第12回	 2005年 イギリス（ロンドン）
第13回	 2008年 シンガポール
	 2011年 ※地区大会に変更
第14回	 2014年 ブラジル（リオデジャネイロ）
第15回	 2017年 フランス（パリ）
第16回	 2021年 タイ（バンコク）※オンラインで開催（コロナ禍で前年より延期）



●
す
で
に
中
国
で
は
ｅ
コ
マ
ー
ス
の
ほ
と
ん
ど
が
ソ
ー
シ
ャ

ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
で
起
こ
っ
て
い
る
。
ソ
ー
シ
ャ

ル
コ
マ
ー
ス
に
お
い
て
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
存
在
が

大
き
い
。
鍵
と
な
る
の
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
信
頼

性
を
判
断
し
、
ど
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
採
用
す
る
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
に
頼
っ
た
販

売
だ
け
で
な
く
、
業
界
内
で
の
宣
伝
・
販
売
に
も
力
を
入

れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

パ
ネ
ル
ディ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン  

４

ダ
イ
レ
ク
ト
セ
リ
ン
グ
業
界
に

お
け
る
世
界
の
規
制
動
向
と
課
題

［
モ
デ
レ
ー
タ
］

ア
ド
ル
フ
ォ
・
フ
ラ
ン
コ
（
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
Ａ
副
会
長
）

［
パ
ネ
リ
ス
ト
］

ポ
ン
タ
ス
・
ア
ン
ド
レ
ア
ソ
ン
（
オ
リ
フ
レ
ー
ム
副
顧
問
兼

総
務
部
長
）

キ
ャ
リ
ー
・
Ｇ
・
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
（
ア
ム
ウ
ェ
イ
副
社
長
）

ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
シ
ル
バ
（
チ
リ
Ｄ
Ｓ
Ａ
理
事
）

●「
ギ
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
が
最
近
ト
レ
ン
ド
に
な
っ
て
お
り
、

Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
（
ウ
ー
バ
ー
）
や
Ｌ
ｙ
ｆ
ｔ
（
リ
フ
ト
）、
Ｉ

ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｃ
ａ
ｒ
ｔ
（
イ
ン
ス
タ
カ
ー
ト
）
な
ど
多
種
多

様
に
存
在
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
と
ダ
イ
レ
ク
ト
セ
リ

ン
グ
と
は
、
明
確
に
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ギ
グ

ワ
ー
カ
ー
は
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
な
ど
か
ら
仕
事
を
受
託
し
て
い
る

が
、
ダ
イ
レ
ク
ト
セ
ラ
ー
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
す
る
人
は
自
分

が
ボ
ス
に
な
り
、
顧
客
も
自
分
で
見
つ
け
て
く
る
。
そ
こ

が
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
と
は
違
う
。
働
き
方
は
自
分
で
決
め
る

の
が
ダ
イ
レ
ク
ト
セ
ラ
ー
で
あ
る
。

●
コ
ロ
ナ
禍
で
、
店
舗
小
売
業
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ビ
ジ
ネ

ス
を
始
め
た
が
、
ダ
イ
レ
ク
ト
セ
リ
ン
グ
は
す
で
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
活
動
し
て
き
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
取
り
方
を
熟
知
し
て
い
る
な
ど
強
み
が
違
う
。
我
々
は

こ
の
状
況
を
逆
手
に
と
っ
て
ダ
イ
レ
ク
ト
セ
リ
ン
グ
を
成

長
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

●
Ｍ
Ｌ
Ｍ
（
マ
ル
チ
レ
ベ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）
の
問
題
点

は
、
一
部
の
地
域
に
お
い
て
、
不
当
な
勧
誘
行
為
が
多
く

見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
場
所
に
よ
っ
て
は
健

康
食
品
な
ど
が
買
え
な
い
地
域
が
あ
り
、
そ
の
た
め
Ｍ
Ｌ

Ｍ
に
よ
っ
て
商
品
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
そ
の

方
法
を
閉
ざ
し
て
は
な
ら
な
い
。
Ｍ
Ｌ
Ｍ
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

ス
キ
ー
ム
と
混
同
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
政
府
に
対
し

て
違
い
を
強
く
説
く
こ
と
が
一
番
の
対
策
だ
ろ
う
。

●
ア
メ
リ
カ
で
は
「
ベ
タ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
と
い

う
業
界
組
織
が
第
三
者
機
関
と
連
携
し
、
企
業
が
問
題
を

起
こ
し
た
と
き
に
適
切
な
対
応
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
の
倫
理
綱
領
も
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
組
織
は
不

適
切
な
取
引
を
行
う
企
業
を
批
判
的
な
目
で
見
て
お
り
、

企
業
自
身
が
消
費
者
の
目
線
に
立
っ
て
行
動
す
る
と
い
う

自
主
独
立
の
姿
勢
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

●
Ｗ
Ｆ
Ｄ
Ｓ
Ａ
の
会
員
に
な
る
に
は
倫
理
綱
領
と
い
う
行
動

規
範
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
会
員

企
業
に
な
る
た
め
の
最
低
基
準
で
あ
る
。
文
章
だ
け
で
は

な
く
実
践
も
必
要
で
、
企
業
は
消
費
者
相
談
窓
口
を
設
置

す
べ
き
で
あ
る
。
基
準
を
さ
ら
に
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

パ
ネ
ル
ディ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン  

５

デ
ジ
タ
ル
化
と

ダ
イ
レ
ク
ト
セ
リ
ン
グ
の
未
来

［
モ
デ
レ
ー
タ
］

Ｊ
・
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ビ
ッ
ト
（
ジ
ェ
ン
コ
ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

［
パ
ネ
リ
ス
ト
］

シ
ェ
リ
ル・ア
ド
キ
ン
ス・グ
リ
ー
ン
（
メ
ア
リ
ー
ケ
イ
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
責
任
者
）

デ
イ
ナ・フ
ォ
ー
チ
ュ
ン（
４
ラ
イ
フ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
セ
ー

ル
ス
取
締
役
）

ケ
ビ
ン
・
Ｇ
・
ゲ
ス
ト
（
ユ
サ
ナ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

●「
デ
ジ
タ
ル
」
と
聞
く
と
Ｉ
Ｔ
や
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
と
考

え
が
ち
だ
が
、
ダ
イ
レ
ク
ト
セ
リ
ン
グ
に
お
い
て
は
ま
ず

消
費
者
が
容
易
に
使
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置

く
こ
と
が
大
切
だ
。
消
費
者
が
準
備
な
し
に
使
用
可
能
な

も
の
、
す
な
わ
ち
簡
単
で
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
メ
ア
リ
ー
ケ
イ
社
は
、
商
品
を
簡
単

に
か
つ
詳
し
く
紹
介
す
る
た
め
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー

タ
ー
に
向
け
て
「
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
13
」
と
い
う
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
た
。
こ
れ
は
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
仮
想

空
間
で
販
売
員
が
化
粧
品
を
紹
介
し
、
ま
た
消
費
者
と
会

話
す
る
こ
と
も
可
能
な
シ
ス
テ
ム
で
、
リ
ア
ル
な
サ
ロ
ン

で
も
実
現
で
き
な
い
大
量
の
情
報
が
入
っ
て
い
る
。
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●
近
年
、
ダ
イ
レ
ク
ト
セ
リ
ン
グ
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
に
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
紹
介
し
て

も
ら
え
れ
ば
、
そ
れ
自
体
が
会
社
の
宣
伝
に
な
る
。

●
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
は
わ
か
り
や
す
く
ア
プ
リ

を
導
入
し
教
育
を
す
る
。
教
育
す
る
内
容
は
、
言
っ
て
よ

い
こ
と
と
悪
い
こ
と
な
ど
だ
。

●
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
、
た
だ
激
し
く
製
品
の
紹
介
を
す
る
の
で
は

な
く
、
日
常
の
一
コ
マ
に
少
し
登
場
さ
せ
て
、
見
る
人
の

興
味
を
引
く
よ
う
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

も
推
奨
し
て
い
る
。
押
し
付
け
な
い
セ
ー
ル
ス
で
あ
る
。

●
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
一
つ
の
チ
ャ
ネ
ル
で
あ
り
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
情

報
を
何
百
万
人
の
人
に
発
信
し
て
い
き
た
い
。

マ
ー
ク・ベ
ニ
オ
フ 

セ
ー
ル
ス
フ
ォ
ー
ス
Ｃ
Ｅ
Ｏ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

成
功
し
た
い
の
な
ら
ば
、

他
者
の
た
め
に
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と

［
講
演
者
］

マ
ー
ク
・
ベ
ニ
オ
フ
（
セ
ー
ル
ス
フ
ォ
ー
ス
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

［
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ア
］

ロ
ジ
ャ
ー・バ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｗ
Ｆ
Ｄ
Ｓ
Ａ
会
長
、シ
ャ
ク
リ
ー

Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
一
番
問
題
な
の
は
、
信
頼
の
危
機
で

す
。
一
番
に
重
要
視
す
べ
き
は
顧
客
・
社
員
の
安
全
性
で
あ

り
、
そ
れ
を
実
現
す
れ
ば
信
頼
の
回
復
に
つ
な
が
り
ま
す
。

失
業
し
て
い
る
女
性
は
男
性
よ
り
も
多
い
で
す
が
、
ダ
イ
レ

ク
ト
セ
リ
ン
グ
は
そ
の
点
で
ど
こ
で
も
ビ
ジ
ネ
ス
が
で
き
、

か
つ
安
全
で
あ
る
た
め
女
性
が
た
く
さ
ん
活
動
し
て
い
ま

す
。
今
こ
そ
、
ダ
イ
レ
ク
ト
セ
リ
ン
グ
の
活
動
の
場
を
広
げ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
等
に
も
セ
ー
ル
ス
フ
ォ
ー
ス
は
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
う
い
っ
た
活
動
も
社
会
、
ひ
い

て
は
顧
客
か
ら
の
信
頼
に
つ
な
が
り
ま
す
。
成
功
し
た
い

の
な
ら
ば
、
他
者
の
た
め
に
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
で
す
。

顧
客
・
社
員
の
安
全
・
健
康
を
第
一
に
考
え
て
活
動
す
る

こ
と
は
、
信
頼
の
回
復
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
れ
は
世
界
的

に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
で
し
ょ
う
。
世
界
の
修
復
を
政
府

や
他
の
企
業
に
委
ね
る
べ
き
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
で
で
き

る
こ
と
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
り
、
何
か
し

ら
実
施
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。

自
分
で
行
動
す
る
こ
と
が
他
者
へ
の
幸
福
に
つ
な
が
り
、

自
分
へ
の
成
功
に
つ
な
が
る
。
こ
れ
こ
そ
が
ダ
イ
レ
ク
ト
セ

リ
ン
グ
業
界
が
行
っ
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
り
、
セ
ー
ル
ス

フ
ォ
ー
ス
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
的
に
そ
れ
を
お
手
伝
い
し
て
い

る
の
で
す
。

パ
ネ
ル
ディ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン  
６

今
日
の
世
界
で
収
入
を
得
る
機
会
を

求
め
る
人
々
の
競
争

［
モ
デ
レ
ー
タ
］

デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド・ラ
フ
ァ
エ
ル
（
ラ
イ
フ
フ
ォ
ー
ス
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

［
パ
ネ
リ
ス
ト
］

ム
ク
リ
ム
・
ア
ナ
ン
タ
イ
（
グ
ー
グ
ル
タ
イ
・
ベ
ト
ナ
ム
代

表
）

ク
ロ
エ
・
コ
ン
ビ
（
作
家
、
講
演
家
）

コ
ニ
ー
・
タ
ン
（
ニ
ュ
ー
ス
キ
ン
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
執

行
副
社
長
）

●
生
き
残
る
た
め
、
自
分
で
何
か
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
仕
事

を
し
た
い
人
々
が
増
え
て
い
る
。
既
存
の
働
き
方
で
は
な

く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
駆
使
し
た
、
時
間
や
場
所
を
選

ば
な
い
新
し
い
経
済
の
方
法
を
若
者
は
生
み
出
し
て
い

る
。
デ
ジ
タ
ル
に
強
い
世
代
が
コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
を
得
る

方
法
と
し
て
、
既
存
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
や
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
）
を
使
用
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

仕
事
を
始
め
て
い
る
。

●
自
分
を
尊
重
し
、
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
信
頼
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
そ
こ
か
ら
収
入
を
得
ら
れ
る
。
信
頼
性
を

得
る
こ
と
で
ビ
ジ
ネ
ス
が
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と
で
は
、

企
業
も
同
じ
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

す
で
に
信
頼
性
を
得
て
い
る
ダ
イ
レ
ク
ト
セ
リ
ン
グ
を
仕

事
と
す
る
女
性
が
増
え
て
い
る
。
時
間
、
場
所
を
選
ば
な

い
で
働
く
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
な
い
世
界
を
知
ら
な
い
世
代
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
新

し
い
生
活
を
す
る
こ
と
に
抵
抗
が
な
い
。

●
コ
ロ
ナ
禍
に
な
る
前
か
ら
こ
の
働
き
方
は
始
ま
っ
て
い
た

が
、
こ
こ
に
き
て
一
気
に
加
速
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
デ

ジ
タ
ル
に
不
慣
れ
な
世
代
も
、
考
え
が
違
う
こ
と
を
気
に

す
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
カ
ン
フ
ル
剤
と
し
て
変
化
を

起
こ
す
必
要
が
あ
る
。

9　　季刊ダイレクトセリング　2022年新春号［157］



おめでとうございます

季刊ダイレクトセリング　2022年新春号［157］　　10

名

越

隆

昭

代
表
取
締
役

株
式
会
社
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ー
プ
ラ
ス

東
京
都
港
区
六
本
木
１
︱

６
︱

１

泉
ガ
ー
デ
ン
タ
ワ
ー
35
階

亀

岡

一

郎

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
全
国
直
販
流
通
協
会

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
茅
場
町
１
︱

６
︱

17

ト
ラ
ッ
ド
ビ
ル
３
階

森
　

伸

夫

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
日
健
総
本
社

岐
阜
県
羽
島
市
福
寿
町
浅
平
１
︱

32

李
　

金

元

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
Ｔ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｓ  

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

東
京
都
港
区
赤
坂
３
︱

９
︱

２
︱

６
階

藤

原 

誠

代
表
取
締
役

サ
ン
ク
ス
ア
イ
株
式
会
社

熊
本
県
熊
本
市
東
区
御
領
６
︱

１
︱

６

加

藤

嘉

明

　
口
百
合
子

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
／
社
長

代
表
取
締
役
社
長

カ
イ
ア
ニ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

株
式
会
社
サ
ミ
ッ
ト
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

東
京
都
港
区
東
新
橋
２
︱

18
︱

２

グ
ラ
デ
ィ
ー
ト
汐
留
ビ
ア
ン
コ
５
階

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
南
２
条
西
10
丁
目
７
︱

５

瀧

川

照

章

中
　

陽

次

代
表
取
締
役
社
長

取
締
役
社
長

オ
ッ
ペ
ン
化
粧
品
株
式
会
社

エ
フ
エ
ム
ジ
ー
＆
ミ
ッ
シ
ョ
ン
株
式
会
社

大
阪
府
吹
田
市
岸
部
南
２
︱

17
︱

１

東
京
都
港
区
新
橋
１
︱

５
︱

１

清

水
　

道

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
ジ
ェ
ノ
バ

大
阪
府
大
阪
市
北
区
浪
花
町
13
︱

20

林
　

勝

哉

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
シ
ャ
ル
レ

兵
庫
県
神
戸
市
須
磨
区
弥
栄
台
３
︱

１
︱

２

ベ
ン
・
マ
ガ
レ
イ

社
長

シ
ナ
ジ
ー
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド・ジ
ャ
パ
ン
合
同
会
社

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
７
︱

21
︱

１

第
５
Ｔ
Ｏ
Ｃ
ビ
ル

宮

内
　

征

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
ア
サ
ン
テ

東
京
都
新
宿
区
新
宿
１
︱

33
︱

15

田 

中 

義 

人

代
表
取
締
役
社
長

新
日
本
ハ
ウ
ス
株
式
会
社

埼
玉
県
越
谷
市
千
間
台
東
３
︱

11
︱

６

齋

藤
　

真

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
ジ
ャ
ノ
メ

東
京
都
八
王
子
市
狭
間
町
１
４
６
３
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日
野
原
和
夫

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
丸
八
真
綿
販
売

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
３
︱

８
︱

12

野
々
川
純
一

代
表
取
締
役
社
長

日
本
メ
ナ
ー
ド
化
粧
品
株
式
会
社

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
３
︱

18
︱

15

髙

山

隆

憲

株
式
会
社
日
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
ズ

宮
崎
県
宮
崎
市
中
央
通
３
︱

30

西
日
本
シ
ティ
銀
行
ビ
ル
５
階

代
表
取
締
役
社
長

深

瀬

和

雄

会
長

公
益
社
団
法
人
日
本
新
聞
販
売
協
会

東
京
都
中
央
区
銀
座
１
︱

24
︱

１

銀
一
パ
ー
ク
ビ
ル
６
階

笹

原

正

廣

代
表
取
締
役

株
式
会
社
ベ
ル
セ
レ
ー
ジ
ュ
本
社

京
都
府
京
都
市
中
京
区
烏
丸
通
夷
川
上
ル

少
将
井
町
２
４
５
︱

１

藤
和
シ
テ
ィ
ス
ク
エ
ア
烏
丸
丸
太
町
２
０
２

西

方

和

博

会
長

訪
販
化
粧
品
工
業
協
会

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
５
︱

１
︱

５

メ
ト
ロ
シ
テ
ィ
神
谷
町
６
階

鈴

木

進

也

株
式
会
社
は
な
ま
る
リ
ビ
ン
グ

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
中
田
町
５
︱

５

鈴
木
ビ
ル
２
階

小

林

和

則

代
表
取
締
役
社
長

ニュ
ー 

ス
キ
ン 

ジ
ャ
パ
ン 

株
式
会
社

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
１
︱

３
︱

１

東
京
虎
ノ
門
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ク
エ
ア
14
階

代
表
取
締
役

海

田

安

夫

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
ノ
エ
ビ
ア

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
６
︱

13
︱

１

竹

永

美

紀

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
ポ
ー
ラ

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
２
︱

２
︱

３

木

谷

一

彦

和

田

佳

子

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役
社
長

フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ド
販
売
株
式
会
社

フ
ォ
ー
デ
イ
ズ
株
式
会
社

東
京
都
調
布
市
菊
野
台
１
︱

２
︱

１

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
茅
場
町
１
︱

13
︱

21

（
五
十
音
順
）

藤

野

正

樹

Ｙ
Ｋ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
コ
ン
サ
ル
ティ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

東
京
都
港
区
高
輪
２
︱

５
︱

19

高
輪
明
光
ビ
ル
5
階

大

井

盛

夫

モ
デ
ー
ア
ジ
ャ
パ
ン
合
同
会
社

社
長

東
京
都
港
区
芝
公
園
3
︱

4
︱

30

32
芝
公
園
ビ
ル

髙

杉

茂

男

代
表
取
締
役　

執
行
役
員
社
長

日
本
シ
ャ
ク
リ
ー
株
式
会
社

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
２
︱

６
︱

１

新
宿
住
友
ビ
ル
21
階



たかしば・としひと　　
1974年弁護士登録。個情法、PL法、特商法等に関する国
の審議会などの委員を務めてきた。また、消費生活アドバイ
ザー資格制度の普及・発展に貢献したとして、2015年経済
産業大臣表彰を受ける。 高芝法律事務所

訪問販売ホットライン（消費者相談室）
0120-513-506（平日10時～12時／13時～16時30分）

★ホームページの「相談受付フォーム」でも受付けています。
※事業者相談は、TEL：03-3357 -6531で受付けています。
※ダイレクトセリング Q&Aは、訪問販売ホットラインで受付けた相談
事例をアレンジして、法律的な解説を中心にご紹介しています。
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要件を満たすか否かを検討する必要がありますが、本件で
は、①②の状況は必ずしも明らかではありませんので、同行
させた場所が「営業所等」であったか否かを判断するため
には、更に事実関係を確認する必要があるでしょう。これに
対し、（b）スーパーの敷地内であっても、販社の特設ブース
が駐車場や空き地などスーパーの外にあった場合は、通常、
「③店舗に類するもの（店舗に類似する販売のための施設
を有している場所であり、具体的には、常設展示場、しばし
ば展示販売が行われる公会堂、集会場等の公共施設、ホテ
ル、体育館等が該当する）」の要件は満たさないと思われま
すので、①②の状況の如何に拘わらず、同行させた場所は
「営業所等」の要件を満たさず、従って、キャッチセールス（特
商法第2条第1項第2号）の訪問販売には当たらないと考え
られます。しかし、（b）の場合は、直截に、「営業所等以外の
場所において契約を締結した場合（特商法第2条第1項第1
号）」となると考えられますので、その点で、訪問販売に当た
るとされることになるでしょう。

Q2　販社の商品の消費目安では、通常1人が1ケ月で使う
水の量は7.2リットルのボトル4本に設定されているとのこと
ですので、月に7.2リットルのボトル8本（無料貸与の2台の
ウォーターサーバー用の水）の定期購入は、著しい過量とい
うことで解除できるのではないでしょうか。
A2　本件が訪問販売に該当する場合、特商法第9条の2の
著しい過量販売契約の解除ができるか否かが論点となりえ
ます。　
　販社の商品の消費目安では、通常1人が1ケ月で使う水の
量は7.2リットルのボトル4本に設定されているとのことです
ので、仮に、それが通常の使用量としますと、本件の月に7.2
リットルのボトル8本の定期購入は、通常の使用量の2倍の
分量ということになります。
　ただ、特商法第9条の2の解除では「日常生活において通
常必要とされる分量を著しく超える」ことが要件とされてい
ますので、通常の使用量の2倍の分量が、上記の「著しく超

える」の要件に該当するか否がポイントとなります。しかし
て、過去の行政処分の事例 （下記①②参照）からしますと、
本件のような通常の使用量の2倍の分量の場合、「著しい過
量」とされるのは難しいのではないかと思われます。
　なお、仮に、本件において、解除による法的な解決は難し
いとしても、事業者としては、消費者志向という観点から、
相談者が自立支援を受けているという状況や経済事情を
考慮して、適切な対応を取ることが望まれるでしょう。

（行政処分の事例）
①平成27年4月28日
［近畿経済産業局による業務停止命令及び指示］
中学入学前の子供を持つ消費者との間で、中学3学年分の
学習教材の売買契約を締結した直後に、さらに高校3学年
分の学習教材の販売について勧誘を行った（但し、高校3
学年分は未契約）ことが、正当な理由がないのに日常生活
において通常必要とされる分量を著しく超えることとなるこ
とを知りながら、商品の売買契約の締結について勧誘を
行ったものとされ、行政処分の根拠の一つとされた。
②平成30年12月26日
［静岡県による業務停止命令及び指示］
契約締結当時中学2年生であった消費者の子の教材として
過去の学年である中学1年分も含めた中学3学年分の教材
を販売したことが、正当な理由がないのに日常生活におい
て通常必要とされる分量を著しく超える商品の売買契約の
締結について勧誘を行ったものとされ、行政処分の根拠の
一つとされた。
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相談事例
　相談者は70代男性で、一人暮らしである。障害者手帳は
持っていないが、判断力が乏しく、現在は地域包括支援セ
ンターの定期支援を受けながら暮らしている。
　相談者はスーパーの駐車場で「おいしい水、飲みません
か」と声をかけられ、そこから離れたところにある販社の特
設ブース（垂れ幕があり、机にはウォーターサーバーやパン
フが置いてあった）に連れて行かれた。そこで、「おいしい
水を定期購入しないか」との勧誘を受けた。ウォーターサー
バーは無料貸与とのことであった。実は、相談者は、既に自
宅で、同メーカー、同機種のウォーターサーバーを設置して
おり、月に7.2リットルのボトル4本（販社が商品の消費目安
として設定している「通常1人が1ケ月で使う水の量」）を定
期購入していたので、「もう同じものを使っているからいらな
い」と断った。しかし、販売員から「1軒のお宅で2台でも3
台でも契約している人もいるから」と言われ、断ることがで
きずに、既契約と同じ水の定期購入の契約をしてしまった。
　後日、包括支援担当の職員が相談者宅を訪問した際に、
2台のウォーターサーバーが並んで置かれていることに気づ
き、契約が判明した。契約書には、クーリング・オフの記載
があったが、すでに、期間が過ぎていた。そこで、包括支援
担当の職員は、地元の消費生活センターに連絡した。消費
生活センターは、販社のお客様相談室に連絡を入れ、「相談
者は判断力が乏しい高齢者で、一人暮らしであるので、2台
のウォーターサーバー用の水は客観的にも不要と思われ
る。生活にも余裕がないので、損料なしで解約して貰いた
い」と交渉したが、「ご本人が署名した契約書がある。2台
になることについては、ご本人も承知していたはず。クーリン
グ・オフ期間経過後、9ケ月以内の解約の場合は、解約手数
料16,000円をお支払い頂くことになっている」との1点張り
で、譲歩しては貰えなかった。解約できないか。

Q1　スーパーの駐車場で声をかけられ、そこから離れたと
ころにある販社の特設ブースに連れて行かれた場合は、

キャッチセールスに当たりますか。
A1　いわゆるキャッチセールスは、営業所等において、「営
業所等以外の場所において呼び止めて営業所等に同行さ
せた者」から売買契約の申込みを受け、若しくは、その者と
売買契約を締結して行う商品の販売等をいい、この誘引方
法は、訪問販売の定義に含められています（特商法第2条
第1項第2号）。本件では、スーパーの駐車場で声をかけら
れ、そこから離れたところにある販社の特設ブースに連れて
行かれたとのことですので、「呼び止めて」の要件、「同行（呼
び止めた地点からその目的地までの相当程度の距離を呼び
止めた者がその顧客を案内していくこと）」の要件は満たし
ていると思われますので、呼び止めた場所が「営業所等以
外」であったか否か、また、同行させた場所が「営業所等」
であったか否かがキャッチセールスに該当するか否かの判
断のポイントとなるでしょう。
　ところで、スーパーの駐車場は、スーパーの敷地内であっ
たとしても、その使用目的は「駐車」であること、また、本件
で相談者が声をかけられたのは、販社の特設ブースから離
れた場所であることからしますと、相談者が声をかけられ
た場所は、販社が販売活動を行う場所とは言い難いと思わ
れますので、販社の「営業所等」とはされないでしょう。そ
こで、本件では、「営業所等以外の場所において呼び止め
て」の要件を満たすと考えられます。
　次に、同行させた場所は、声をかけられた場所から離れ
たところにある販社の特設ブース（垂れ幕があり、机には
ウォーターサーバーやパンフが置いてあった）ということで
すので、　販社の特設ブースの状況が「通常の店舗とみなし
うる場所」すなわち「①一定の期間にわたり、②商品を陳列
し、当該商品を販売する場所であって、③店舗に類するも
の」（特商法施行規則第1条第4号）に当たるか否が問題と
なります。もし、（a）販社の特設ブースがスーパーの建物内
のエントランスホール等の一角にあった場合は、まず、「①
一定の期間にわたり（通常最低2、3日以上を指す）」「②商
品を陳列し（消費者が自由に商品を選択できる状態）」の

高齢者がスーパー駐車場で声をかけられ、離れた
場所にある販社特設ブースに連れて行かれ、既契
約と同じ水の定期購入の契約をした。解約希望。
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たかはし・まもる　元 株式会社三菱総合研究所シニアエキスパート。1958年神奈川県生まれ。早大政経学部卒、日本
ビクター（現：JVCケンウッド）勤務を経て1989年三菱総合研究所入社。事業戦略や流通・ITをはじめとした産業戦略
などのプロジェクトに従事。定年退職後はフリーランスとして活動中。現在も同社にて後輩の支援・指導に携わっている。
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訪問販売にとってもビジネススタイルの変化は続く

　2021年の世界経済は、ちょうど100年前の「スペイン風邪」の再来を見るような、パンデミ
ックによる各国市民生活への打撃が2年目も引き続き際立っていた。最近でこそ新規の感染者
数が一日100人を切ることも珍しくなくなってきたが、一日2万人を超える新規感染者が発生し
ていた時期もあった。本稿を作成している時点で「第6波」を懸念されている「オミクロン」株
がどこまで暴れるかで、2022年の予測もがらりとトーンが変わり得る。また、仮に第6波を抑え
込めても、その先の7波、8波……どこに次の大波が隠れていないとも限らない。来年の今ごろ
になって振り返ってみたときに、ほんの「雨の止み間」に過ぎないかもしれない。いずれにしても、
2022年も新型コロナウイルスを最大の懸念事項として年が始まるのは間違いない。
　ということは、この2年間に起きた急激な変化――マスクをつけての外出、在宅ワーク、テレビ会議、
遠出の自粛、密は避けるなど、日本人の新しいライフスタイルは、程度の差や新鮮な味付け、ツール
の工夫などの程度差はあるにせよ、全く消えてなくなっていくものではないのだろう。訪問販売という
業態にとっても、コロナ禍で起きたビジネススタイルの変化は、2022年も引き続くものと考えられる。

安定した丑年に続き、寅年らしく「千里を走る」株価を期待

　一方、新型コロナウイルスの衝撃が重いことを口実に、経済活動がコロナの目の前で座り込ん
ではいけない。米国や中国のように経済活動の復興を急ぐ国もある。主要国が立ち上がって来た
今、日本経済も遅れをとってはならない。そのため今度は、資源の奪い合いとなって原油価格の上
昇など、約50年前の「石油危機」で見たような風景の既視感にも見舞われている。日本の経済に
必要なのは、「100年前と同じ」「50年前に見た風景」と、過去の先輩達との類似性に気づくこと
のみで善しとはせず、当時、問題とされた自動車の排気ガス規制でより厳しい規制数値を達成し、
世界の自動車産業の「鼻を明かして」日本躍進のきっかけをつくった、「若き日の日本の産業リー
ダーの姿」に学び、追いつき、願わくば凌駕する新機軸の登場を見たいものだ。
　幸い、寅年である2022年の株式相場格言は、「トラは千里を走る」。2021年は概ね
27,000円から31,000円の間で、まさに丑年らしく「ドシリと安定して」推移した。この上で、2022
年に「千里を走って」くれれば文句もないところであるが、気がかりもある。前回の寅年は2010
年、その前は1998年だが、どちらも厳しい市場環境を反映し、年間を通じて株価は冴えず、年
初と比較して年末は東京証券取引所の日経平均株価を下げて終えている。必ずしも格言通りと
は限らないところ、思い通りに行かないところは、映画の「寅さん」を彷彿させるが、2022年の
寅さんには、「三度目の正直」で、過去2回の失敗をはね返し、明るい年末を実現してくれるよう
期待したい。

経 済 展 望
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【協会関係】
10月6・７日　第16回訪問販売協会世界大会（オンライン開催）

8日　コンプライアンスセミナー
14日　会長打合せ
15日　総務委員会正副委員長会

　第149回総務委員会
20日　第198回理事会
28日　消費者問題委員会正副委員長会

　第134回消費者問題委員会
11月    4日　第7回消費者救済に係る審査委員会

17日　第18回特定商取引法研究会
24日　改正個人情報保護法説明会

12月1日～17日　訪問販売員教育指導者資格講座
（東京2回、大阪・福岡各1回）

12月 6日　第8回消費者救済に係る審査委員会
15日　第164回広報委員会
21日　総務委員会正副委員長会
21日　第150回総務委員会
24日　第133回消費者担当者講習会
27日　会長打合せ

【対外活動】
10月26日　加西市啓発講座

27日　特定商取引法等の契約書面等の電子化に関する検討会
第3回ワーキングチーム会合

29日　第13次・第3回横浜市消費生活審議会
11月 9日　神奈川県・悪質な訪問販売撲滅！かながわ宣言に係る意見交換会

11日　（公社）日本通信販売協会・第29回（通算193回）理事会
18日　東京都主催事業者向けコンプライアンス講習会
19日　野洲市事業者向け研修講座
25日　福井市啓発講座

会員数：149社・団体  ［正会員：117社　賛助会員：24社、8団体］（2021年12月末日現在）

JDSAダイアリー（2021年10月～12月）

I N F O R M A T I O N
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2020年度訪問販売業界
売上高推計
　当協会は正会員調査を基に、2020年度の訪
問販売業界売上高推計（速報）をまとめました。
　業界売上高は1兆5638億円、前年度比－4.97％
となりました。健康志向の高まりもあり健康食品
カテゴリは伸びましたが、化粧品カテゴリの落込
みが大きく成長率が昨年を下回りました。商品
売上高の上位は、化粧品、健康食品、清掃用具
の順です。なお、2020年度の小売業売上高は
141兆1422億円で前年度比－2.8％でした。
※この業界売上高推計には、新聞、ガス、放送サービス、イン
ターネット接続回線、生命保険、自動車、医薬品、百貨店の外
商部門の訪問販売は含みません。

世界のダイレクトセリング市場
2020年の動向（WFDSA2021年公表）

　WFDSA（訪問販売協会世界連盟）※がまとめ
た世界ダイレクトセリング市場の20年小売販売
額は179,300（百万米ドル）で、対前年比2.3％
増加しました。上位10カ国の売上高シェアは、1
位が米国21％（前年度20％）、2位が中国11％
（同13％）で、順位は前年と変わりませんでし
た。日本は9％（同9％）で、前年と同順でした。
※日本など63カ国（地域）の訪問販売協会で構成される団体。
https://wfdsa.org/wp-content/uploads/2020/07/Sales-Seller-
2021-Report-Final.pdf

新規入会
◆（株）ニッシンホームテック
取扱商品・役務：住宅リフォーム
本社所在地：福岡県福岡市
◆ロダン＆フィールズジャパン（同）
取扱商品・役務：化粧品
本社所在地：東京都渋谷区

年度 小売業売上高 成長率 訪販売上高 成長率
2011 1,367,090 0.84% 18,120 -4.84%
2012 1,371,840 0.35% 17,470 -3.59%
2013 1,411,360 2.88% 17,770 1.72%
2014 1,394,660 -1.18% 17,193 -3.25%
2015 1,405,650 0.79% 17,123 -0.41%
2016 1,402,750 -0.21% 17,194 0.41%
2017 1,430,050 1.95% 17,235 0.24%
2018 1,452,260 1.55% 17,032 -1.18%
2019 1,452,080 -0.1% 16,455 -3.39%
2020 1,411,422 -2.80% 15,638 -4.97%

図表 2  2020 年度商品別売上高（億円）
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図表1　訪問販売業界売上高推計（2020年度版） 単位：億円
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